






















< o巧 >-0(1)で,距離とTに殆ど依存 しないo (1)
これは通常の系の相関とは全 く異なる｡クラスター内では,ミクトマグネットの場合ほどでは
ないが,フラストレーションや競合が少ない｡









ii)スピングラスとパーコレーション転移の関係は ? ns(p)をS コの単位クラスターか






xq - 吉男 <oiO,>2-∑92ns(p)～lAprrP～FAT｢xγ (3,∫
従って,SGの臨界指数とパーコレーションのそれらの間には,











α P γ レ ∂ ヤ
CuMn,1.070 -2.75土 5 0.75j=.25 3.25±.05 1.6士.2 5.7士.5 -.1±.2
d,-3,x-1.9 -2.79 0.78 3.15 1.57 5.05 -0.01

































東工大･理 西 森 秀 稔
1, 2次元及び5次元の理論
スピングラスの平均場理論が一応の完成を見た現在,1)実験的に観測されている現象と理論的
考察のより信頼性の高い比較をするべく有限次元のモデル-の関心が高まっている｡
ボンドの分布関数が対称的である場合p(Jij)-P(-)ij)について以下のような理解がこ
れまでに得られている｡
2次元空間におけるイジングSGについては,数値的な転送行列の方法で有限の転移温度が
存在しないことが示さ招 )絶対零度が臨界温度であると考えられている｡そこでの臨界指数に
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